様式第１１３

	(トルク法)
	
	　　高力ボルト締付けシート
	

	工　事　名
	
	
	現 場 代 理 人
	
	印

	
	
	
	
	
	

	受注者名
	
	
	現場社内検査員
	
	印

	(1)締

　  付

　  け

　  箇

　  所
	
	番 号　ブロック
	締 付 年 月 日
	
	

	
	主　　　桁
	
	天　　　　　候
	
	

	
	橋　　　脚
	
	温　　　　　度
	　　午　前
	℃

	
	 eq \o\ad(二次部材,　　　　　)
	
	温　　　　　度
	　　午　後
	℃

	(2)使

　 用

　 ボ

　 ル

　 ト
	製造会社名
	
	
	 1 回締め
	

	
	ボルト種別
	Ｆ10Ｔ Ｍ22

Ｆ 8 Ｔ Ｍ20

（一方に○印）
	
	 2 回締め
	

	
	ロット番号
	
	
	軸 力 計
	

	
	 eq \o\ad(製造番号,　　　　　)
	
	キャリブレーション

ボ　　ル　　ト
	測定ﾎﾞﾙﾄ軸力
	 測定ﾄﾙｸ値　ﾄｸﾙ係数値

	
	出荷時の

トルク係数値
	
	No.　　　 1 
	
	

	(3)作軸

　 業力

　 前確

　 の認
	
	Ｔ＝ｋ・ｄ・ｎ

　ｋ:右欄のトルク

　　 係数値

　ｄ:ボルトの呼び径

　Ｎ:締付ボルト軸力
	No.　　　 2 
	
	

	
	
	
	No.　　　 3 
	
	

	
	
	
	No.　　　 4 
	
	

	
	
	
	No.　　　 5 
	
	

	 1 日 1 回

以上行う
	回転法の場合(Ｆ8Ｔのみに適用)は

ﾄﾙｸのｷｬﾘﾌﾞﾚｰｼｮﾝは不要である。
	平 均 ト ル ク

係  数  値 (k) 
	
	

	(4)締付け記録    図面及び写真を添付すること。
	図面はボルト群の詳細図を、写真は 2 回締め後のマーキングが回転したものを添付すること。

	ブロック名
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	検査箇所
	トルク値
	検査箇所
	トルク値
	検査箇所
	トルク値
	検査箇所
	トルク値
	検査箇所
	トルク値


	注　１ブロックのうち一〇％の抜き取り検査をする。

　　その結果、不合格ボルトがでた場合は、不合格とな

　　ったボルト群のすべてを検測し、その結果を器具調整

　　具合、ボルトにつけた「マーク」による回転量と原因

　　を究明し現場監督員の指示を受ける。

　　なお、回転法の場合はトルクチェックは不要である。
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　注 1 ．回転角法を用いる場合は、本様式の一部を変更して使用する。
